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積があり，質・量ともに，国内屈指のコレクショ
ンである。この体系的かつ網羅的なバックナンバ
ー・センターの設置は，ひとり学内に止まらず，
広く全国的規模においても，その研究活動への貢
献は計り知れない。このように考えれば，本計画
におけるバックナンバー・センターの実現の意義
は，まことに大なるものがある。
4．ま　と　め
　上述の通り，中央館のバックナンバー・センタ
ーと，各部局に配置し部局ごとに単行書を収納す
る集密書架とは，互いに相補って，はじめて本学
の教育・研究体制に望ましい資料配置を可能にす
る。一
　本学には，和雑誌（11，500種），洋雑誌（14，500
種），合計26，000種の学術雑誌の長年にわたる蓄
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られてその機能も一新するので，内部整備に約4
か月を要するものと思われる。また，開館と同時
に閲覧・貸付業務を電算化することに伴い，各種
の準備作業が輻軽すること等により，利用者各位
の利用に供しうる態勢を整えるには相当の日時を
要する。殊に，毎年の学生の開架閲覧室の利用状
況からみて，学年末試験のほぽ終了する時点まで
　附属図書館では，本年10月に予定どおり新館の
竣工を迎えることになった。
　この新館の完成に伴い，これまで5か所に分散
していた事務室をできるだけ早期に新館に移転さ
せ，開館準備を急ぐことにしたいと考えている。
しかし，旧館の約3倍の面積をもっ大規模な図書
館となり，これまでになかった施設，設備が設け
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開架閲覧室（法経第一教室）を開いておく必要が
ある。
　このような事情により，附属図書館では，本年
10月20日（木）に予定されている竣工検査のあと
直ちに新館の引渡しがなされるものとして，下記
のとおり第1次と第2次とに分けて移転すること
を計画している。今後の工事の進捗状況その他に
より，移転日等について若干変更することもあり
ますが，あらかじめ御了知ください。
　　　　　　　　記
1　事務室等移転の日程
　A第1次移転
　　昭和58年11月4日（金）
　　　。閲覧課
　　　　ll蔓讐嘉鞠一新館・隠・階
　　　。雑誌室
　　　　附属図書館別館3階→新館3階（特殊
　　　　資料室）
　　　。総務課用務員室
　　　　尊撰堂→新館1階
　　昭和58年11月5日（土）
　　　。館長室，事務部長室，総務課
　　　　理学部1号館3階→新館4階
　　昭和58年11月7日（月）
　　　。整理課
　　　　理学部1号館4階→新館3階
　B第2次移転
　　昭和59年2月20日（月）一23日（木）
　　　。開架閲覧室
　　　　法経第一教室→新館2階
　2　カード目録の移転
　A第1次移転
　　昭和58年11月4日（金）
　　　・昭和23年以降の全学総合目録（和漢書著
　　　　者名カード）
　　　　尊譲堂→新館1階
　　昭和58年11月5日（土）
　　　・全学総合目録（和漢書書名カードおよび
　　　　洋書著者名カード）
　　　理学部1号館4階（整理課）→新館1
　　　階
　（上記いずれも利用は11月9日（水）からの
　予定）
B　第2次移転
　昭和59年2月20日（月）
　　。附属図書館分類目録（和漢書・洋書カー
　　　ド）
　　　法経第一一教室（開架閲覧室）→新館1
　　　階
3　図書その他の資料の移転
A第1次移転
　ω梱包図書
　昭和58年11月7日（月）一11月12日（土）
　　。教養部図書室地下荷解室ほか2か所（約
　　　120，000冊）→新館地下2階
　（2）雑誌
　昭和58年11月4日（金）
　　。附属図書館別館（約2，000冊）→新館3
　　　階（特殊資料室）
　（3）配架図書
　　昭和58年11月7日（月）一11月12日（土）
　　　・附属図書館旧書庫の稀用図書（約2，30
　　　　00冊）および標本等→新館地下2階
　　　。人文科学研究所倉庫（H　R　A　F）→新
　　　　館3階特殊資料室
　B第2次移転
　（1）開架図書
　　昭和59年2月20日（月）一23日（木）
　　。　開架閲覧室（法経第一教室）
　　　　参考図書（約8，000冊）→新館1階
　　　　開架図書（約28，000冊）→新館2階
　（2）その他の図書
　　昭和59年2月23日（木）一3月10日（土）
　　　。附属図書館旧書庫，法経北館書庫ほか
　　　　4か所（約360，000冊）→新館2階，
　　　　地下1階，同2階
4　臨時休館日
　（1〉昭和58年10月28日（金）から11月7日（月）
　　まで
　　　事務部の移転準備および移転のため
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（2）昭和58年12月12日（月）から12月24日（土）
　　まで
　　閲覧業務電算化に伴い，開架閲覧室（法
　　経第一教室），附属図書館旧書庫その他の
　　図書（約70，000冊）への図書コード用ラベ
　　ルの貼付，ブックディティクション・シス
　　テムの採用によるタトルテープの装着作業
　　等のため
　（3）昭和59年2月20日（月）から3月31（土）
　　　日まで
　　　開架閲覧室および蔵書360，000冊移転並
　　びに蔵書の配架整理，開館準備のため
　附属図書館では以上のような日程で，細部にわ
たる移転計画を樹て，明年4月開館を目指して鋭
意努力する所存である。
附属図書館の図書分類の変更について
　附属図書館では，明治32年の創設以来，本館独
自の分類表である「京都（帝国）大学附属図書館
和漢書分類表」および同「洋書分類表」を使用し
てきたが，学術研究の急速な発展に伴う学問分野
の新設や分化・統合のため，この分類表では図書
を適切に分類することが次第に困難となった。こ
のため，過去，数回にわたり改訂を行なってきた
が，部分的な改訂には限度があり，抜本的な見直
しが必要になった。
　本館の新営を機に，業務全般の見直し・電算機
の導入など，将来における図書館活動のあり方に
っいての検討を行なうに際しても，分類表の変換
が重要な課題の一つとなり，附属図書館の施設・
サービス委員会での検討を経て，新しく国立国会
図書館（N　D　L）の分類表を採用することとなっ
た。
　委員会での審議に当って，近い将来に実施され
る予定の，目録業務の電算化にそなえ，比較検討
の対象を，日・米の代表的な機械可読目録（MA
R　C）に使用されている，日本十進分類表（N　D
C），国立国会図書館（N　D　L）分類表，デュー
イ十進分類表（DC）米国議会図書館（L　C）分
類表の四つにしぼった。このいずれかを選定する
ことによって，日常業務におげる分類作業の軽減
がはかられることがその理由である。
　N　D　C，D　Cは十進分類，N　D　L分類表，1・C
分類表は非十進分類である。
　検討の過程で，あらゆる分野にわたる専門図書
を十進法によって分類すること自体に無理がある
として，N　D　CとD　Cをまず除外し，N　D：L分類
表，L　C分類表の二つについて更に比較検討し
た。L　C分類表は過度に詳細であるため，かえっ
て展開性に乏しく運用上に問題があること，お
よび和漢書の占める比率の高い本館に向かないこ
とを理由にN　DL分類表を採用することとなっ
た。
　N　D　L分類表の採用を決定するに至った主な理
由は，次のとおりである。
①　N　D　Cは，現在第8版となっていることから
　も判るように，約10年ごとに大幅な改訂がなさ
　れているが，改訂によって体系自体の変更が生
　じ，実務上様々な障害となること，またN　D　C
　の管理，編集の責任体制が不明確であり将来性
　に問題があること。
②　NDL分類は，アルファベット1～2文字と
　数字1～4桁を使用する点に特色がある。この
　アルファベット1～2文字（A　A～Z　Z）だけ
　で676通りの分類が可能であり，　（因みに数字
　2桁では99通り），それに数字を適宜加えるこ
　とにより短い記号で詳細な分類が行なえる。さ
　らに新しい項目の追加も自在となる。
　上記の決定にしたがい，昭和58年1月以降の受
入図書から和・洋ともにNDI・による分類に切り
替えを行なった。
　新旧の分類によるラベルの相異は，例えば，次
の通りである。
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